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東京学芸大学教員養成評価プロジェクト‐5 つの「基準領域」13 の「基準」40 の「観点」（2013 年度） 
 
基準領域 1 構成員の合意に基づく主体的な教員養成教育の取り組み 
基準 1-1 教員養成教育に対する理念の共有 
観点 1-1-1 当該機関で養成しようとする教員像について構成員が共通理解している 
観点 1-1-2 当該機関の設置理念に適う教員養成教育について構成員の合意を形成している 
観点 1-1-3 「公教育の教員を養成する」という認識を構成員が共有している 
観点 1-1-4 当該機関における主要な進路のひとつとして「教職」を位置づけている 
基準 1-2 教職課程のカリキュラム編成の工夫 
観点 1-2-1 当該機関として適切なディプロマ・ポリシーを設定している 
観点 1-2-2 当該機関のアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーに一貫性
がある 
観点 1-2-3 大学の教育活動と社会（外部）との積極的な関わりを構築している 
基準 1-3 教職員の組織体制に関する工夫 
観点 1-3-1 研究者教員と学校現場での優れた実践経験を有する教員との共同指導体制を構築している 
観点 1-3-2 事務系組織も含め、教職員全体で学生の学びを支援している 
基準 1-4 教職課程に対する自律的・恒常的な改善システムの構築と運用 
観点 1-4-1 学生の教職志向を把握し、学部教育の改善に活かしている 
観点 1-4-2 当該機関の教員養成教育のあり方を恒常的に見直す体制を構築している 
観点 1-4-3 当該機関における教職履修者数が適正な範囲である 
観点 1-4-4 大学の授業の質的向上のために組織的な取り組みを展開している 
 
基準領域２ 教職を担うべき適切な人材の確保 
基準 2-1 教職課程への学生の導入に関する工夫 
観点 2-1-1 教職を担うにふさわしい人材を集めるアドミッション・ポリシーを設定している 
観点 2-1-2 教職を担うにふさわしい学生の募集・選抜・選考等を実施している 
観点 2-1-3 教職を担うにふさわしい人材の確保について恒常的な改善に取り組んでいる 
基準 2-2 教職課程履修生／教職志望学生への適切な支援と指導 
観点 2-2-1 教職志望の学生の学習ニーズ（適性・意欲およびそれに基づいた学習課題）を把握している 
観点 2-2-2 教職志望の学生に対する適切な履修指導を行っている 
観点 2-2-3 教職への適性が乏しいと判断された学生に対して適切な指導を行っている 
 
基準領域３ 教職へのキャリア・サポート 
基準 3-1 教職への意欲や適性の把握 
観点 3-1-1 在学中の折々に学生の教職に対する意欲を把握している 
観点 3-1-2 在学中の折々に学生の教職に対する適性を把握している 
観点 3-1-3 個々の学生のニーズの把握に基づいた適切なキャリア支援を行っている 
25 
 
基準 3-2 履修指導を支える組織体制やシステムの充実 
観点 3-2-1 教職入職に関する各種の情報を適切に提供している 
観点 3-2-2 教員養成教育の成果の検証を踏まえた改善システムを構築している 
観点 3-2-3 教員免許状の取得や教員採用試験合格のみをゴールとしない、多様なキャリア支援に取り組んでいる 
観点 3-2-4 在学中のメンタル・サポートの体制を整えている 
 
基準領域４ 大学教育の一環としての教員養成カリキュラムの運営 
基準 4-1 大学としての自律性とスタッフ・教育課程の充実 
観点 4-1-1 大学としてふさわしい自律的な運営体制を構築している 
観点 4-1-2 幅広い教養教育をベースとした専門性の高いカリキュラムを提供している 
観点 4-1-3 教員の研究成果と教育内容とを有機的に関連させている 
観点 4-1-4 当該機関の設置理念・目的を構成員が共有している 
基準 4-2 創造的な課題発見・課題解決を促す修学環境や授業方法の充実 
観点 4-2-1 学生自身による課題発見・課題解決型の学習を促す工夫に取り組んでいる 
観点 4-2-2 学生間の協同による課題発見力・課題解決力や合意形成力を育成する場を設定している 
観点 4-2-3 学生の研究志向を育むカリキュラムを提供している 
 
基準領域５ 子どもの教育課題と大学教育との関連づけ 
基準 5-1 学校現場への理解と教育実習の充実 
観点 5-1-1 公教育システムと学校についての広い視野を醸成する機会を提供する 
観点 5-1-2 教育の実際場面に学生が触れる機会を設定する 
観点 5-1-3 取得する教員免許状の特性に応じた実践的指導力を育成する 
基準 5-2 体験の省察・構造化の充実に関する工夫 
観点 5-2-1 様々な体験活動とその省察による往還の機会を提供する 
観点 5-2-2 様々な発達段階に関する教育実践的な情報を提供する 
基準 5-3 教育関連諸機関との連携・協力体制の構築と充実 
観点 5-3-1 教育委員会や学校と大学との組織的な連携協力体制を構築している 





















1）全国私立大学教職課程研究連絡協議会編『教員養成制度改革資料集Ⅱ』2014 年 11 月、35－71 頁に
収録。 




実に関する調査』（2014 年 3 月、全 104 頁）がある。教職センター、教職課程情報公開、質保証に関
する取り組みの項目もある。 
4）これについて、註１に収録した文部科学省合田哲雄氏の「教育改革の動向と教員の資質能力の向上に
ついて‐私立大学教職課程に期待すること‐」（全私教協第 34 回大会講演、2014 年 5 月）が興味深
い。のこと。 
5）森山賢一「教員養成における単位の実質化への取り組み」「文部科学通信」№351－ 353、2014 年 11
－12 月。 
6）この予測の根拠として、本文においても触れている が、2014 年 7 月に中央教育審議会教員養成部会 
ワーキンググループによる「論点整理」がある。註１の資料集 71－79 頁。また拙稿「教師教育改革
の新動向（日本）」（日本教師教育学会編『教師教育研究ハンドブック』学文社、2017 年所収）が制
度改革の全体を俯瞰している。 
 
